
鹿留川に「住民」と「行政」が「協働」でつくる河川公園ができます！ 

「鹿留川　川づくり検討委員会」から　～みんなで考えた鹿留lIi月げくり～ 

鹿留川川づくりは、自然と環境の保全を基本とした水辺の整備事業として、平成14年11月に検討委員会を立ち 

上げました。住民と行政が一体となったパブリック・インボルブメント（住民参画）方式の手法を導入し、11回の 

検討委員会を開き、整備計画が固まり、平成21年4月に着工しました。 

この川づくりは、豊かな自然と清らかな流れ、広い河川区間として地域に親しまれている鹿留川を、憩いの場や 

子どもたちの自然体験の場など、多くの人々が利用できること、また、貴重な植物であるカワラナデシコの生息の 

場や美しい川原や自然環境を後世に残すため、地域住民と行政の協働による維持管理などのもとに推進していきま 

すので皆様のご理解ご協力をお願いします。 

鹿馴i川づくり検討委員会これまでの経緯　　綴：・品二・一－ 平成15年8月第1回委員会「今後の進め方」 　9月第2回委員会「現場視察」 

12月第3回委員会「事例勉強会」　　　　　　　勝珊一　潤　‾鞄闘認醗溺 

平成16年2月第4回委員会「整備構想について」　　　　　　　　　　　　↑　　擬鰹 

11月第5回委員会「委員会意見要旨について」　　　　　　　　　　　　　二i蛾閣議綜饗 

平成17年7月現地踏査、第6回委員会「現地踏査後の意見交換」　　　　　　　　堅固溺齢懸 

平成18年3月　第7回委員会「川づくり計画、維持管理計画について」 �� 

六　六 9月第10回委員会「県政への意見、要望整理」 10月県政トーク「県との意見交換」 平成21年3月第11回委員会「工事の概要について」 4月工事着工 �：蒜轟転「∴一 　　｝」iiLji 

ヽ 　　　　　　　　　∴子 鷲 
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